
 

平成 26年７月 31日 
 

約 200倍のレートで外国通貨の両替取引を行う 

「株式会社ノルディア」に関する注意喚起 
  

平成 25 年 11 月以降、シリアポンド等の外国通貨の両替を勧誘する事業者に係る相談が、

各地の消費生活センターに寄せられています。 

消費者庁が調査したところ、「株式会社ノルディア」（以下「ノルディア」といいます。）との取引

において消費者の利益を不当に害する行為（不実のことを告げること）を確認したため、消費

者安全法（平成 21 年法律第 50 号）第 38 条第１項の規定に基づき、消費者被害の発生又は

拡大の防止に資する情報を公表し、消費者の皆様に注意を呼び掛けます。 
 

（注意喚起の要旨） 

○ ノルディアは、消費者宅にシリア・アラブ共和国の経済情勢等を紹介したパンフレットやシリ

アポンドの爆発的な価値の上昇を思わせる特別販売の案内状を送り付け、消費者に対して

外国為替相場における為替レートを告げること無く、その約 200 倍のレートで円からシリアポ

ンドへの両替取引を行っています。 

○ ノルディアは、この特別販売の案内状に、「特別保証・販売価格」、「1,000 シリアポンド＝

150,000 円」、「保証期間 20 年」と記載し、また、消費者に対して再両替を 20 年間保証する

旨を説明しています。消費者が申し込むと、ノルディアは現金をレターパックで送付するよう

指示し、実際にシリアポンドは消費者に届きますが、連絡先とする電話は、その後、不通と

なってしまいます。 

○ 特別販売の案内状等が消費者に届く時期と前後して、ノルディアとは別の事業者から、シ

リアポンドは将来値上がり確実なので、購入してくれれば当社が 1,000 シリアポンド紙幣１枚

を 32 万円で買い取る旨の電話があり、シリアポンドの両替取引に関する勧誘が行われます

が、買取りを約束した事業者がシリアポンドを実際に買い取ることはありません。 

○ 当庁が調査したところ、同社が所在地とする場所に事業拠点は存在せず、連絡先とする電

話も不通となるため、ノルディアが再両替の保証に応じるつもりはないことがうかがえます。

また、シリアポンドは日本国内の主要な金融機関で両替サービスが行われていないため、

消費者がシリアポンドを円に再両替することは極めて困難です。 

○ ノルディアが行う外国通貨両替の勧誘には決して応じないようにしましょう。 

○ 現金をレターパック等で送付することはできません。事業者からレターパック等で現金を送

付するよう指示されても決して応じてはいけません。 

○ この件と類似の取引の勧誘を受けた場合は、消費生活センターや警察に相談しましょう。 

 
本件に関する問合せ先 

消費者庁 消費者政策課 財産被害対策室  

TEL：03(3507)9187 FAX：03(3507)9287 

 



 
約 200倍のレートで外国通貨の両替取引を行う 

「株式会社ノルディア」に関する注意喚起 
 

平成 25年 11月以降、シリアポンド等の外国通貨の両替を勧誘する事業者に係る相談が、

各地の消費生活センターに寄せられています。 

消費者庁が調査したところ、「株式会社ノルディア」（以下「ノルディア」といいます。）

との取引において消費者の利益を不当に害する行為（不実のことを告げること）を確認し

たため、消費者安全法（平成 21年法律第 50 号）第 38条第１項の規定に基づき、消費者被

害の発生又は拡大の防止に資する情報を公表し、消費者の皆様に注意を呼び掛けます。 

 

１．事業者の概要 

名   称 株式会社ノルディア 

所 在 地 ① 東京都千代田区丸の内１－９－２（平成 26年２月ごろ） 
② 東京都千代田区丸の内２－４－１（平成 26年４月ごろ） 

代 表 者 不明 
※ ノルディアが消費者に提供した資料等に記載されている内容です。 
※ ノルディアは、上記所在地に存在しません。 
※ 同名又は類似名の事業者と間違えないよう御注意ください。 

 

２．具体的な勧誘事例（勧誘資料は別添を参照） 

（１）平成 26年２月上旬、消費者宅にＡ社のＢという男性から突然電話があり、「ノルディ

アという外国通貨を取り扱う会社からパンフレットが届いたら連絡をください。この

会社は、1,000シリアポンド紙幣１枚を 15万円で両替します。シリア通貨は将来値上

がり確実なので、購入してくれれば当社が 1 枚 32 万円で買い取りますよ。」などと勧

誘を受けた。シリアポンドは入手困難であり、パンフレットが届けられた人だけに両

替の権利が与えられるため、Ａ社にはシリアポンドを手に入れる手段がないという説

明だった。 

（２）２～３日後、消費者宅に、ノルディアからシリア・アラブ共和国の経済情勢等を紹

介したパンフレットとシリアポンド特別販売の案内状が届いた。案内状の内容はシリ

アポンドの爆発的な価値の上昇を思わせるものだった。また、「特別保証・販売価格」、

「1,000 シリアポンド＝150,000 円 保証期間 20 年」と記載されていて、日本円をシ

リアポンドに両替しても、再両替を保証するような内容だった。消費者は、Ａ社から

1,000シリアポンド紙幣５枚の買取りを約束されていたので、ノルディアに 5,000シリ

アポンドを申し込むことにした。 

（３）ノルディアに電話をすると、担当者Ｃから、シリアポンドは値上がり確実であること

や 20 年の再両替を保証する旨を説明されたため、５枚分 75 万円を申し込んだ。代金

はレターパックに入れ、品名を「書類」と書いて郵送するよう指示され、その指示どお

りに 75万円を指定場所に送付した。消費者は、レターパックで現金を送ることに疑問

を感じたものの、郵便局から許可を得ている会社が受け取るので安心してほしいとＣ

から説明された。  
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（４）２月下旬、ノルディアからレターパックが消費者宅に届いた。この中には、1,000シ

リアポンド紙幣５枚のほか両替証明書が同封されていた。 

（５）Ａ社にシリアポンドを買い取ってもらうため、Ｂに連絡したところ、「私もシリア通

貨が欲しいので、代わりに 30枚 450万円分を買ってくれませんか。前回の分と併せて

買い取ります。」と依頼された。消費者が、450万円は立て替えられない旨を告げると、

Ｂから、450万円のうちの 230万円は自分が直接ノルディアに支払う、残りの 220万円

を立て替えてほしいと頼まれた。消費者は、前回と同じ送付先にレターパックを利用

して 220万円を送付した。 

（６）数日後、Ｂの上司から電話があり、「名義貸しをしていませんか。」と問われたため、

消費者は正直に経緯を説明した。「名義貸しは法律違反ですよ。警察に訴えられますよ。」

と脅された。その後ノルディアのＣから電話があり、それを回避するためには、Ｂに

230万円を返還し、消費者が 450万円分のシリアポンドを両替する必要があり、残額の

230万円を支払わなければならないとのことだった。すぐにＡ社のＢに電話をしたが、

Ｂは誠実な対応をせず、その後連絡が取れなくなった。 

（７）消費者は、残金 230 万円を支払うよりも今回の申込みを解約しノルディアに 220 万

円の返金を求めたかったが、電話をかけると名義貸しを責められて 230 万円を請求さ

れるため、その後の連絡は避けている。 

   ノルディアからは 230万円の追加支払以外の提案がなく、消費者は 220万円を支払っ

たままで、220万円相当のシリアポンドの送付もない状況である。 

なお、消費者は、ノルディアから両替当時の為替レートについて説明を受けていない

ため、1,000 シリアポンドの為替レートは 15 万円と思い込んでいたが、後に約 700 円

であることを確認した。200倍以上の値であることを事前に知っていたら、ノルディア

からシリアポンドを買うことはなかった。 

 

３．当庁が確認した事実 

○ ノルディアは、勧誘時期によって、パンフレットに異なる事業所の所在地を記載して

いますが、共に同社の事業所等は存在しませんでした。また、消費者が現金を送付した

先は、私書箱事業者でした。 

○ ノルディアは、消費者に対し、自社での再両替を保証していますが、事業所が存在せ

ず、電話もつながらなくなるため、再両替は不可能となります。また、シリアポンドは

日本国内の主要な金融機関では両替サービスが行われていないため国内での再両替は

困難ですが、消費者に対してその説明をしていませんでした。 

○ ノルディアの提示したレートは、同時期の外国為替相場における為替レートと比較す

ると約 200倍になります。同社はこの事実について消費者に説明しないまま取引を行っ

ています。 

 【参考レートとの比較】 

通貨 ノルディアの提示したレート（Ａ） 参考レート（Ｂ）※ （Ａ）/（Ｂ） 

1,000シリアポンド 15万円（固定） 680円～740円 約 200倍 

   ※ 税関ホームページ参照（平成 25年 11月～平成 26年７月） 

○ 当庁では、ノルディアがシリアポンドのほかウクライナ通貨の両替も行っているとの

情報を入手しています。  
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４．消費者へのアドバイス 

○ ノルディアは、特別保証として 20年間の長期にわたり、シリアポンドから円への再

両替を保証していますが、これに応じるつもりがないことがうかがえます。また、買い

取りを約束する事業者と裏でつながっていることが強くうかがわれますので、同社の勧

誘には応じないようにしましょう。 

○ 外国通貨の両替を行う事業者の中には、日本国内の主要な金融機関では両替サービ

スが行われておらず再両替が困難な通貨の両替を勧誘する事業者が見受けられます。 

  また、外国為替相場における為替レートを消費者に告げずに、為替レートの数十倍～

数百倍で取引を行っている事業者があります。本件の消費者が購入した通貨は、仮に

日本円に再両替できたとしても、購入したレートが極めて割高であるため、当初に費

やした円価を上回らない可能性が大きいと考えられます。 

外国通貨については、取引を申し込む前に再両替の可能性や為替レートを必ず確認し

ましょう。 

○ 現金をレターパック等で送付することはできません。事業者からレターパック等で現

金を送付するよう指示されても決して応じてはいけません。 

○ 「必ず値が上がる」など、将来、消費者が受け取る金額について約束をするような投

資の勧誘には応じないようにしましょう。 

○ 当庁及び独立行政法人国民生活センターでは、外国通貨の両替に関するトラブルにつ

いて注意喚起を行っていますので御参照ください。   

平成 24年３月 13日 消費者庁 

「国内で取扱いの少ない『外国通貨の両替』の勧誘に関する注意喚起」 

        http://www.caa.go.jp/adjustments/pdf/120313shiryo1.pdf 

平成 24年９月 21日 国民生活センター 

      「次々出てくる換金困難な外国通貨の取引トラブル！」 

        http://www.kokusen.go.jp/pdf/n-20120921_1.pdf 

平成 23年２月 24日 国民生活センター 

      「スーダンポンドの購入を持ちかける業者に注意！－「買い取る」「代わりに申し込んで」と勧誘する手口－」 

    http://www.kokusen.go.jp/pdf/n-20110224_2.pdf 

平成 22年９月 24日 国民生活センター 

「換金性の乏しい外国通貨の取引にご注意！－イラクディナールに続き、今度はスーダンポンド･･･－」 

    http://www.kokusen.go.jp/pdf/n-20100924_1.pdf 

平成 22年６月 24日 国民生活センター 

      「イラク通貨（イラクディナール）の取引に要注意！－高齢者等をねらった新手の投資トラブル－」 

        http://www.kokusen.go.jp/pdf/n-20100624_1.pdf 

○ このような取引に関して不審な点があった場合は、消費生活センターや警察に相談し

ましょう。 

● 消費者ホットライン（最寄りの消費生活センターを御存知でない場合） 

電話番号 0570－064－370 

● 警察相談専用電話 

       電話番号 ＃9110 

（以 上） 
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別添 
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